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8

↑こちらの QR
　コードからも
　空メールが送
　信できます

　
　
　

月
1
日
か
ら
、
登
録
さ
れ
た
携

　
　
　

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
防
災
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
配
信
す
る｢

美
浜
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス｣

を
開
始
し
ま
す
。

｢

美
浜
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
利
用
規

約｣

に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

[

配
信
内
容]

▼
町
防
災･

防
犯
情
報(

避
難
準
備
、
避

難
指
示
、
災
害
情
報
、
防
犯
情
報)
※
1

▼
消
防
庁
防
災
配
信
情
報(

国
民
保
護
情

報
、
地
震･

津
波
情
報
、
気
象
情
報
等)

※
2

▼
施
設･

イ
ベ
ン
ト
情
報(

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
な
び
あ
す
イ
ベ
ン
ト
情
報
等)

｢美浜町メール配信サービス｣を開始します
■ お問い合わせ先
　町総務課 ( 担当 ･ 武田喜 )
　 ☎ 32‐6700

[

利
用
料]　

無
料

※
通
信
費
用
は
、
利
用
者(

登
録
者)

様
の

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

①
次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル(

件
名
、

本
文
な
し)

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。　

f-m
ih

am
a@

en
try.m

ail-d
p
t.jp

②
送
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に

本
登
録
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U

 

R

 

L
が
送

信
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
画
面
の
指
示
に
従
い
、
配
信

を
希
望
す
る
情
報
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

↑美浜町メール
　配信サービス
　ホームページ
　QR コード

③
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
た
後
、
本
登
録

完
了
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
登
録
は
完
了

で
す
。
登
録
内
容
の
確
認
・
変
更
や
、

解
除
手
続
き
は
﹁
美
浜
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂

h
ttp

://f-m
ih

am
a.m

ail-d
p
t.jp

/

の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1 

町
防
災
情
報

は
必
ず
受
信
し
て
頂

く
た
め
、
選
択
解
除

が
で
き
な
い
設
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
2 

消
防
庁
配
信
防

災
情
報
は
消
防
庁
か

ら
J
‐
A

 

L

 

E

 

R

 

T

に
配
信
さ
れ
る
美
浜

町
に
関
す
る
緊
急
防

災
情
報
を
配
信
す
る

た
め
昼
夜
を
問
わ
ず

に
配
信
さ
れ
ま
す
。

[

登
録
方
法]

　

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
に
よ
り
、

メ
ー
ル
が
受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
次
の
ア
ド
レ

ス
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て

下
さ
い
。

in
fo

@
to

w
n
.fu

ku
i-m

ih
am

a.lg.jp

6
　
　
　

月
30
日
に
大
阪
市
内
で
、

　
　
　

関
西
美
浜
会
の
平
成
25
年

度
総
会
並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
関
西
美
浜
会
は
、

関
西
圏
に
住
む
美
浜
町
出
身
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
会
で
、
現
在

の
会
員
は
１
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

  

総
会
で
は
、
会
員
の
近
況
報
告
の

ほ
か
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
及

び
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

｢関西美浜会｣の総会が開催されました
■ お問い合わせ先
･関西美浜会会長 田邉 正義 氏☎072-843-9740
･町企画政策課(担当･川崎)☎32‐6701

　

ま
た
、
町
職
員
、
町
の
観
光
P

　

R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の｢

へ
し
こ
ち
ゃ

ん｣

か
ら
、
町
の
観
光
状
況
の
報
告

と
観
光
P

　

R
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と
藤

本
町
議
会
議
長
が
、
町
の
現
状
を

報
告
。
山
口
町
長
は
、
来
年
度
の

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線
開
通
、

来
年
公
開
予
定
の
美
浜
を
舞
台
と

し
た
映
画
サ
ク
ラ
サ
ク
等
に
つ
い

て
説
明
し
、
さ
ら
に
、
来
年
、
美

浜
町
町
制
施
行
60
周
年
と
し
て
計

画
し
て
い
る
多
く
の
記
念
行
事
に

つ
い
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、｢

福
引
抽
選
会｣

が
行

わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
抽

選
で
当
た
っ
た
特
産
品
を
手
に
故

郷
の
思
い
出
や
近
況
を
話
し
合
う

等
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

関
西
美
浜
会
で
は
、
美
浜
町
出

身
者
で
、
関
西
圏
に
お
住
ま
い
の

方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ご
本
人
を
は
じ
め
、
ご

親
戚
や
ご
友
人
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　
　

内
で
は
不
法
投
棄
と
野
焼
き
に
関

　
　
　

す
る
通
報
、
お
問
い
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
の
拡
大
を
防

止
す
る
に
は
、
早
期
の
発
見･

通
報
が
重

要
で
す
。
不
法
投
棄
や
ご
み
を
積
ん
だ
不

審
な
車
輛
を
発
見
し

た
と
き
は
、
町
住
民

環
境
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

町
　

私
た
ち
が
日
々
の
生
活
で
排
出
す
る
廃

棄
物(

ご
み)

は
、﹁
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律｣

に
よ
り
適
正
に

処
理
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
て
廃
棄
物
を
捨
て
る
こ
と

を
不
法
投
棄
と
い
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
で
検
挙
さ
れ
た
場
合
に
は
、

次
の
と
お
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
有
害
物
質
が
地
中
に
し

み
だ
し
て
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染
す
る
こ

と
も
あ
り
、
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
処

分
は
、
最
初
か
ら
適
正
に
処
分
し
た
場
合

と
比
較
し
て
時
間
と
費
用
が
か
か
る
た
め
、

経
済
的
に
も
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
の
土
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
、
そ
の

投
棄
者
が
判
明
し
な
い
場
合
、
土
地
の
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
が
そ
の
処
理
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
不
法
投
棄

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
を
焼
却
し
て
処
分
す
る
こ
と
も

不
法
投
棄
と
同
じ
く｢

廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律｣

で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金(

ま
た
は
こ
の
両
方)

が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
人
等
の
従
業
者

な
ど
が
法
人
等
の
業
務
に
関
し
廃
棄
物
を

野
焼
き
し
た
場
合
に
は
、
法
人
等
に
対
し

３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　　

た
だ
し
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
は
例
外

的
に
野
焼
き
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通

報
さ
れ
る
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
適
正
な
焼
却
施
設
を
使
用
す
る
場
合

▼
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
場
合

▼
風
俗
慣
習
上
、
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

に
関
す
る
場
合

▼
農
林
水
産
業
を
営
む
上
で
や
む
を
得
な

い
場
合

▼
た
き
火
等
の
軽
微
な
も
の

　

 

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

　

 

不
法
投
棄
が
環
境
に
与
え
る
影
響

　

 

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は

　

不
法
投
棄
と
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

◆ 

5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

ま
た
は
こ
の
両
方) 

    

※
未
遂
で
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

◆ 

法
人
等
の
従
業
者
な
ど
が
法
人
等
の
業
務
に
関
し
、
産
業
廃
棄
ま
た
は
一
般
廃
棄  

　

 

物
を
不
法
投
棄
し
た
場
合
に
は
、
法
人
等
に
対
し
３
億
円
以
下
の
罰
金

◆ 

不
法
投
棄
を
目
的
と
し
て
廃
棄
物
の
収
集
及
び
運
搬
を
し
た
場
合
に
は
、
3
年
以

　

 

下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

ま
た
は
こ
の
両
方
）

　

 

野
焼
き(

野
外
焼
却)

に
つ
い
て

① 

土
地
の
草
を
刈
る
等
、
見
通
し

を
良
く
し
て
お
く
。

② 

柵
を
設
け
る
、
ロ
ー
プ
を
張
る
、

入
口
に
鍵
を
す
る
等
進
入
さ
れ
に

く
い
環
境
を
作
る
。

③ 

定
期
的
に
見
回
り
を
す
る
等
、

土
地
の
状
態
を
把
握
す
る
。
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、6月18日から7月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

　

6
月
25
日
と
26
日
の
2
日
間
、
山
口
町

長
は
町
議
会
の
藤
本
議
長
を
は
じ
め
、
兵

庫
副
議
長
、
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会

の
飯
田
委
員
長
、
松
田
副
委
員
長
と
と
も

に
、
内
閣
府
や
経
済
産
業
省
、
文
部
科
学

省
等
の
関
係
機
関
に
要
請
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
要
請
は
、
現
政
権
が
、
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給･

利
用
に
関
す
る
政
策
の

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す｢

エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画｣

を
、
年
内
に
取
り
ま
と
め
る

と
し
た
こ
と
等
を
受
け
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

要
請
で
は
、
半
世
紀
に
亘
り
、
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力
し
て
き
た
立
場
、

ま
た
、
世
界
的
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化

等
の
観
点
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
原
子
力
発
電
の
必
要
性･
重
要
性
を
明

確
に
位
置
付
け
る
こ
と
や
、
原
子
力
発
電

所
の
長
期
停
止
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
支

援
等
を
求
め
ま
し
た
。

山
口
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に
原
子
力

政
策
の
明
確
化
等
を
国
に
要
請

①
原
子
力
政
策
の
明
確
化

②
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
の
意
義
や

位
置
付
け
の
明
確
化

③
安
全
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の

早
期
稼
働

④
長
期
停
止
に
伴
う
立
地
地
域
支
援

【
要
請
項
目
】

と
答
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題
や

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

↑甘利内閣府特命担当大臣に原子力発電の  
   必要性等を求める山口町長

⑤
電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
維
持
と
拡
充

⑥
企
業(

産
業)

誘
致
等
に
向
け
た
支
援
制
度

の
充
実･

強
化

　

こ
の
要
請
に
対
し
、
面
談
し
た
甘
利
明

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
平
将
明
経
済
産

業
大
臣
政
務
官
、
丹
羽
秀
樹
文
部
科
学
大

臣
政
務
官
か
ら
は
、

①
現
在
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
総

合
部
会
に
お
い
て
、｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画｣

を
年
内
に
策
定
す
べ
く
、
協
議
し
て
お

り
、
こ
の
中
で
、
原
子
力
発
電
も
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
・
位
置

付
け
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(

平
政
務
官)

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
現
実
的
で
責

任
を
持
て
る
プ
ラ
ン
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
資
源
の
な
い
日
本
は
、
非
核
保
有

国
で
、
唯
一
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
し
っ
か
り

守
っ
て
い
き
た
い
。(

甘
利
大
臣)

②
現
在
、
文
部
科
学
省
内
に｢

日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
改
革
本
部｣

を
設
置
し
、
今

後
の
も
ん
じ
ゅ
の
位
置
付
け
を
含
め
、
協

議
を
進
め
て
い
る
。
も
ん
じ
ゅ
が
、
こ
れ

か
ら
更
に
、
特
に
地
域
の
皆
様
の
期
待
に

応
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。(
丹
羽
政
務
官)

③
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
、
安
全

が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
上

で
、
速
や
か
に
再
稼
働
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
政
府
の
基
本
方
針
で
あ
る
。

(

甘
利
大
臣)

④
機
会
が
あ
れ
ば
、
現
地
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
で
何

が
使
え
る
か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

(

平
政
務
官)

⑤
電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
交
付
期
間
を

施
設
解
体
撤
去
完
了
ま
で
延
長
す
る
こ
と

は
、
当
制
度
の
根
幹
と
な
る
部
分
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
と
な
る
。

(

平
政
務
官)

⑥
こ
れ
ま
で
国
策
に
協
力
い
た
だ
い
て
き

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
使
っ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
、
密
に
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

(

平
政
務
官)


